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　The sediments　obtained　from　Ugui-numa located on the Japan Sea side at the Oshima
Peninsula of Hokkaido were studied pollenanalytically.
　From the viewpoint ･of phytogeography this station lies in the northen part of the Ｆａｇｉｏｎ
ｃｒｅｎａtａｅ、
　Pollen record from this station corresponds with the broad leaved deciduous forest stage in
ａ previous paper (1960). Moreover、this stage can be divided into the following two substages
from the bottom : Ｑｕｅｒｃｕｓsubstage and Fagus substage.
　Profile of this station have two volcanic　ash layers. The upper one may correspond to
Yamada's Kd （BP 360 years) and the lower to Ke （ＢＰ more than 1200 years).
　本研究は前二報(1960, 1963)で述べた如く第四紀堆積物の花粉分析結果をもとにして北海道地
方の森林変還及びその編年を目的としたもので本報告もその一部をなすものである．
　うぐい沼(Fg. 1)は渡島半島の日本海側にあり，瀬棚線東瀬棚駅のSE2.5kmに位し，利別川
の南方の丘陵山地の北麓にある．この湖は三方を山でかこまれ，東方のみ開けており，この三方は
ブナ，ミズナラ，コナラ等の落葉広葉樹林が
湖岸にせまり，僅かにヤチハンノキ，クサレ
ダマ，キクヨシ，オニシモツケ，エソミソハ
ギ，ドクゼリ等が湖岸をふちどっている．ま
た湖而にはコウホネ，ヒシ，タヌキモ等が繁
茂したEW200m, SN70m位のだ円形をし
ている．
　分析用の資料は，湖の東岸の浮島上より，
Hiller型ボーラーを用いて採取した．それに
よると湖底堆積物のprofileは次の通りであ
る.
　　0～40 cm　ミズゴケを主体として大量
　　の水を含むため採取不可能.
　　40～80 cm　キタヨ･シを主とする泥炭.
　　80～145cm　浮島下底の水層.
　145～165 cm　火山灰を含むgyttja.
Fig. 1　Map showing the stationsinvestigated.
　　　　●:The station published already.
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　165～225 cm　木片を含むgyttja,黒褐色.
　225～235 cm　有機質を含む砂質粘土.
　235～275 cm　gyttja, 黒褐色.
　275～280 cm　火山灰層，灰白色.
　280-515 cm　少し粘土を混じたgyttja,黒褐色．
　　これより下層はボーラーの長さの不足で採取できなかったか，ｇｙttjaがなお続くものと思われ
　　る．
　またこれら堆積物の花粉分析はＨＦ法を併用したAcetolysis法で行ひ，ＡＰ･（高木花粉）を基
本数として％で示した．
　その結果検出された花粉及び胞子は次の通りである.　　　　　▽
AP : ＰｉｌｌＬＬｉ，Abieｓ，Ｐｉｃｅａ, Taxodiaceae. (Ｃｒｙｐtｏｍｅｒia，Ｔｓitｇａ）,　Ｆａｇｕｓ･ Ｑｕｅｒｃｕｓ・ Ｂｅtｕla，
　ＡｌｎｔｉＳｉ Ｃａｒｐｉｎｕｓ･UliTitiｓ. Ｃｅｌ£iｓ，　Tilia， Ｊｕｇｌａｎｓｔ Ｆｉｅｒｏｃａｒｙａ， Ｆｒａエiiｔｕｓ, Ａｅｓｃｕlｕｓｔ
　Ｃｏｒｎｕｓ， Ｒｈａｍｎｕｓｔ Ａｃｅｒ， Saliｘ， Ｃｏｒｙlｕｓ，（Ｔ-elkoｖａ）j　　　・
　　（　）内のものは渡島半島に分布していないものを示す.
NAP :　Gramineae. Cyperaceae･Compositae. Caryophyllaceae. Umberiferae> Ericaceae;
　Ｃ　ｈｅｎｏｐｏｄｉｕniｙ Ｐｏｌｙ ｇｏｎｍｎ･ｈｙｓichitｏｎ， Fili坪心ｕla， ＨｅｎｉｅｒｏｃａｌＵｓ， lieエ， Galiｕｍ＞
　Ｌｙｓｈ)･lachia， Ｐｏtａｍｏａｅtｏｎ， Ｎｕｔ＞ｈａｒ･Ｔｒａｐａ･Ｔｙｐｈａ･Osmundaceae. Polypodiaceae。Ophioglossaceae.
　それらの主要なものの花粉頻度はFig. 2に示した．図中のWater plants とはＰｏtａｎｉｏｇｅ£ｏ？l･
Ｎｕ.t)ｈａｒ＞ 　Ｔｒａｐａの花粉の合計したものを示した．
　　　　　　　　　　　　　　　　分析結果及び考察
　うぐい沼は第一報におけると同様に北海道西南部に位し，日本列島のブナ群団の北端にがい当す
る．従ってここではＦａｇＭｓはブナ，イヌブナ・　ＱＩ£ｅｒｃｕｓはミズナラ･カシワ･ニ1ナラをＲｅ tｕla
は花粉型からみればシラカンバ，ウダイカンバを主としダケカンバは極めて僅少である. 　Ｕｂｎｕｓは
ハルニレ，オヒョウニレ1 Ａｌｎｕｓはヤチハンノキ, Ｆｒａエinｕｓはヤチダモ，トネリコを示している
ものと考えられる．これらの消長から下層より次の二時代に大別することができる.
　ａ.　　Ｑｕｅｒｃｕｓ時代(515～315 Cm）
　b.　Ｆａａｕｓ　時代(315～40 cm）
　先づＱａｅｒｃｕｓ時代はＱｕｅｒｃｕｓが極めて優勢で， 　Ｍｕｎｓ･1　Abieｓかこれに駅ぎ，　Ｆａｇｕｓ，　Ｆｒａエinｕｓ
は下層部では極めて僅少であ･るが上部に移るにつれて増加の傾向かあり，Ｂｅ£■ulatＵｌｎｉｕｓも上方
へ増加の傾向がみとめられる．又ＮＡＰは比較的少い．
　次のＦａｅｕｓ時代になるとＱｕｅｒｃｕｓ　と　Ｆａｇｕｓがその優位を交代し, Ａｌｎｕｓ，Ｂｅtｉｄａも比較的
多い＊5 Abieｓは前時代と大差なく1 　Ｐｉｎｕｓは幾分増加する．又ＮＡＰが表層近くなって急増する
と同時にＡＰは何れも減少気味である．これは表層近くなっで森林の伐採，耕地の増加を暗示して
いる．又Ａｌｎｕｓは湖畔の湿地に多いからその消長は全く局地的なものと見なされる．いずれにし
ても両時代ともに既報(1960, 1963)の広葉樹時代に柑当することは明瞭である．
　又ＱμεΓcusはコナラを除いて全道に分布しているがにＦ昭ｕｓは北海道西南部にその北限をもっ
ている．又垂直的にもＱｕｅｒｃｕｓはＦａｇｕｓより高処にまで分布することが多い．これらの事実は
Quercusが　Ｆａｇｕｓより一般的に耐寒性が大であることを暗示し,ている，即ちQuercus I時代の方
１ｆｉ　Ｆａｇｕｓ時代より幾分低温であったと考えることもできる．但し以上の考察はQI£ｅｒｃｕｓとＦａｇＭｓ
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のみに限定して考えた場合であって，もしＱｉｉｅｒｃｕｓ時代がより低温時代を示すとすれば他樹種に
もその影響が示されるはずである．例えばAbtｅＳ) Ｐｉｃｅａの増加・Ｆtｅｒｏｃａｒｙａの減少等が分析結
果に示されるはずである．然るにそのような傾向は少しもみられず. Abiesは両時代を通じて叉差
なく出現するし・Ｐ£ｅｒｏｃａｒｙａは全層を通じて３％以下の低率ながら殆んど変勁かない．また第一
報にも述べた如く渡島半島にはＦａｇＭｓよりもＱｕｅｒｃｕｓ， 　JJlmｕｓの方が早期に出現する．即ち一
歩でも早く侵入した種類はあとから侵入した種類よりも先に一応その地を確保す今はずである．即
ちＱｕｅｒｃｕｓはＦａｓｕｓより先に侵入し，しかもＦａｇｉｉｓとQuerctぷｊは環境とくにじ温度に対する要
求度は少くとも高温の側では大差かないからQuercusの優勢な森林か　Ｆａｇｕｓのそれよりも早期
に成立したと考えることもできる．
　又柱状図(Fig. 2)にも示した通り上部と中部に火山灰層がみとめられる．これらの層位と花粉
頻度との関係をみると第一報の場合と大体一致する．即ち何れも駒ヶ岳に由来し，上部火山灰層は
山田(1956)のKd，中部はＫｅに対比される可能性も少くない．ただ中部火山灰層の時代はうぐ
い沼ではＦａｇｉｉｓの急増期にあたるか第一報の三地点では急増期以前に相当する．
　従って第一報で述べた通りＦａｇｕｓ･Ｑｕｅｒｃｕｓ等の本州要素は江差～瀬棚方面の日本海岸より侵
入を開始したと仮定すれば上記のＦａｇｕｓの消長と中部火山灰層とのずれはＦａｇ ｕｓの移動速度か
ら説明が可能となる．更に本地点の火山灰層が夫々Kd, Keを示すものとすれば，Kdは約350年
前L中層のものは1300年位前に相当するし，その間の堆積速度は年間約１ｍｍ位となる．従って上
部火山灰層から低部の間は約3500年位となり，これに最」二部の浮島の部分を加算すると少くとも
4000年以降の植生変遷を示した堆植物と考えられる．このことはかつて筆者(1952)が本州，四
国，九州の後氷期の編年を行った時のＲｎ時代に,対比される．但しこれは本地点の火山灰層がそれ
ぞれKd, Keであると仮定した場合の推論であって，これらの実証は今後の研究にまちたい．
　終りに当り堆積物の採取その他に御協力下さった東瀬棚営林署の方々，本学教育学部山中二男助
教授，及び本学卒業生の坂本真生，畠中陽年，鎌倉五雄，上甲秋月，山中三男の諸氏に深く謝意を
表する．
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